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在 日外国人の学習ニーズ と生活状況に関する予備的考察

今 井 貴 代 子

【要 旨】

1970年 代以降 日本に定住す るようになった新来外 国人の数は増加 の一途 をた どってい る。彼 らに対す る日本語教

育支援は推進 されつつあるが、学習の機 会が全 ての人 に十分に提供 されてい るとは言えない。 これまでのニー ズ調

査や生活実態調査では、学習の場に参加 してい ない外国人の多 さが指摘 され るとともに、学習要糞の高 さが明 らか

にされて きた。 しか し、 この よ うな調査 は量的 な調査に限 られるこ とが多 く、学習状況や学習ニーズが具体的な生

活背景か ら検討 されることは少ない。本稿では、公 的な学習の場に参加 していない中国人女性2人 へのイ ンタ ビュー

をもとに、具体的な生活状況か ら学習ニーズを検討する。

イ ンタビューか ら以下 のことが示唆 され た。1)こ とばの面で最 も不 自由 してい るのは職場 でのや りとりである。

しか し、職場 では相互交流 によるインフォーマル な日本語学習 が行われ てい る。2)学 習状況や学習ニーズは、移住

とい う社会プロセスの中で変化す る。新 たなコミュニテ ィへ参加す る段階において最 もニーズが顕在化する。今後は、

こ うしたイ ンフォーマル な学習に着 目する と同時 に、移民プ ロセス とい う観点か ら学習 ニー ズをとらえるこ とが求

め られる。

1.問 題 の 設 定

本稿 は 、公 的 な 日本 語 学習 の場 に参加 して い ない在 日外 国 人 に焦 点 を当て 、彼 らの学 習ニ ーズ を具 体的

な生活 状況 と照 ら し合 わせ なが ら検討 し、今後 の詳 細 な研 究の 予備 的考察 を行 うこ とを 目的 とす る。

1970年 代 以 降 日本 に 定住 す る よ うにな っ た、 い わ ゆ るニ ューカ マ ー と呼 ばれ る新 来 外 国人 の数 は増 加

の 一途 をた どって い る。 労働 や医療 な どの面 で権利 が保 障 され る こ とは 当然 なが ら、 こ とば の習 得 も重要

な課 題 で ある(1)。 日本語 教 育 を行 う機 関 ・施 設数 は、1992年 か ら2002年 の10年 間 で1.7倍 に、学 習者

数 は1.8倍 に増加 してお り(文 化 庁2001)、 目本 語教 育 に対す る支 援や 施策 は、従 来 よ りも推進 され つつ

あ る。 しか し、それ で もなお学 習 の機 会 が全 ての 人 に十分 に提 供 され て い る とは言 い きれ ず 、学 習 の場へ

足 を運 ぶ こ とのな い外 国人 も多い。 実際 これ まで の ニー ズ調査 や 生活 実態 調査 にお いて 、学習 の場 に参加

して いな い外 国人 の多 さが指摘 され る と ともに、彼 らの学 習 要求 の 高 さが明 らか に され てい る(厚 生 労働

省2004、 野 元1993、1994、 安 場他1998な ど)。

学習 ニー ズ は一般 的 に質 問紙 調査 な どの量 的調査 に よって把 握 され る傾 向 にあ り、在 日外 国人 の 日本 語

学 習 ニー ズや 生活 状 況 もそ うした量 的調 査 に よ って示 され て きた。 しか し、質 問紙 調査 で は、 「差 し迫 っ

た顕 在 的 ニー ズ の あ る人や 質 問紙 に 回答 す る余裕 の あ る人」 た ち の傾 向 をつ か む こ とはで きるが 、 「それ

以外 の 、回答 して い る時 間 的 な余裕 の な い人や 、学 習 の可 能性 を諦 めて し重 って い る人 たち、 さ らに質 問

紙法 に不 慣れ な人 た ちの潜 在 的ニ ーズ を把握 す るこ と」に は限界 が あ る(安 場他1998)。 津 田(2003)は 、

量的 に把 握 され た学 習 ニー ズ に よって 支援 の対 象者 が決 ま るこ とに よ り、 量的 に少 数 で ある者 が 「社会 的

不利 益層 」 として支援 の周 辺 に位置 づ け られ る ことに警鐘 を鳴 らして い る。 』

学 習 の場 に参加 して いな い外 国人 の抱 える こ とばの 問題や 日本語 学 習 のニー ズ を、 量的調 査 だ けで な く

具体 的 な生活 状 況か ら検 討す る こ とは 、今後 の 日本 語教 育や 社 会教 育全 般 の方 策 を考 え る上で 有効 な視 座

を与 えて くれ るで あ ろ う。本 稿 で は、 こ うした観 点 か ら、公 的 な学 習 の場 に参加 して いな い外 国人 に焦 点

を 当て 、イ ン タ ビュー よ り得 られ た知見 をも とに学 習 ニー ズ を検討 し、今後 、 詳細 な検 証 を行 っ てい くた

めの 予備 的考 察 を行 う。

2.学 習ニーズをめぐって

2.1学 習ニーズの高さと学習への阻害要因

これまで行われてきた生活実態調査やニーズ調査より、在 日外国人の生活状況および学習ニーズの高さ

を示し、学習要求はあっても学習の場に参加できない阻害要因の整理を試みる。

1990年 台初頭とい う早い時期に、大阪府内の公営住宅に住む中国帰国者家庭を主な対象とした、戸別
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訪 問に よ る聴 き取 り調 査 が行 われ て い る(国 際識 字年 推進 八尾 連絡 会1992)。 この調査 では、 渡 日 ・帰 国

者 の生活 全般 のな かで 読み 書 きの 問題 が大 きな位 置 を しめて い る こ とが 明 らか に され、識 字 の 問題 の重 要

性 、読 み書 き教 室や 生活 対 策 の必 要性 が指 摘 され て い る。 代表 的 な知 見 と して は、 日本語 の会話 や 読み 書

きが不 自由な こ とで、 特 に仕 事や 権利 に 関わ っ て困難 を抱 えて い る こ と、そ うした 仕事 や 生活 も厳 しい も

の で あ る こ と、 日本 語 の能 力 の影 響 もあ り日本人 とのつ きあ いや 近所 づ き あい が 希薄 にな って い る こ と、

そ して 、7～8割 の人 が 日本語 学 習 の機 会 を望 ん でい る こ とが示 され て い る。

定 住 して い る 中国帰 国者 の 中 で も、国 費帰 国 とは違 い援 護 施策 を受 け るこ とので きない 自費 帰 国の 「呼

び寄 せ家 族 」 を対象 に行 ったニ ーズ 調査 が あ る(安 場他1998)。 来 日0～2年 の者 が 半数 近 くを しめる こ

の調 査で は 、病 院や 保健 所 での 医師 との 会話 や職 場 でのや りと り、買 い物 、電車 バ スの利 用 、緊 急時 な ど、「サ

バイ バル レベル と言 える会 話 ニー ズ」 の 高 さが示 され て お り、 来 日直後 の在 日外 国 人 が抱 え る、 日本語 学

習 の緊急性 が取 り上 げ られ て い る。

日系南 米 人 を対象 に した もので は 、集 住 地域 で行 われ た生 活 実態 と 日本語 学 習 に関す るア ンケー ト調 査

が あ る(野 元1993、1999)。 職場 や 日常生活 で の 心配 事や 困 っ てい る こ とのほ ぼ半 数 は 「日本 語 の問題 」

で あ るこ と、 「病 気 にか か った とき医師 と うま くコ ミュニ ケー シ ョンが とれ るか 心配 」で あ る人 が 多数 い

るこ とな ど、 日本語 に よ る コ ミュニ ケー シ ョン に困難 を感 じ、不 安 を抱 きなが ら生 活 して い る外国 人労 働

者 の 多 さが 明 らか に され て い る。 同時 に、 日本 語 の勉 強 を してい な い人 の約7割 に学習 意欲 が あ る こ とも

報 告 され てい る。

以 上の よ うな ニー ズ調査 か らは、日常 生活 の 「サバ イバ ル レベル 」、た とえば 、買い物 、電 車バ スの利 用 や、

病 院 に行 くな どの緊 急時 にお いて 、 日本 語 の読 み 書 きが不 可欠 であ った り、 日本 人 お よび近 所 との つ きあ

い にお いて 、 日本 語 の能 力 を高 めてい くこ とに必 要性 を感 じて い るこ とがわ か る。 特 に医療 や危 険 を伴 う

労働 環境 とい う面で は 、 「言 葉 の 問題 は命 にか か わ る」深 刻 な 問題 で あ る。 どの調査 にお い て も学習 ニ ー

ズが 非常 に高 い こ とが明 らか に され て い る。

しか し、 こ うした 学習 要 求や 意欲 がす ぐに行 動 へ と結 びつ くわけ では ない。 しか も、 一度 学 習の 場 に参

加 して もそ の継 続 が 難 しい とい う状 況 も見 られ る。 野 元 は 「実際 に 日本語 を教 えて い る人た ちか らは、 回

を重 ね る と出席 率 が悪 くな り、3分 の2程 度 の学 習者 が 教 室 を去 って い く実 態 を根 拠 に、 『彼 らに は ほん

と うに 日本 語 を学 び たい とい う気持 ちが あ るの か』 とい う疑 問 の声 も出 され てい る」(1993、113頁)こ と

に言及 して い る。 個 人的な 条件 に よ って学 習 の場へ の参 加 や継 続 が難 しい こ ともあ るが 、外 国 人労働 者 は

厳 しい労働 条 件 下で働 いてk・る こ とが 多 く、時 間 的 な制約 を受 け ざる を得 な い状 況 に あ る。 先 の 日系南 米

人 を対象 とした調 査 は、 勉強 した い と思 っ て い る人 に対 して勉 強 が で きな い理 由 をた ず ね た と ころ、 「勉

強 をす る時 間が ない 」 と答 えた人 が4割 で あ った と報告 してい る(野 元1993)。 これ につい て は、.中国 帰

国者 に対 して も同様 の結 果 が 出て お り、 「勉 強 は した いが 時 間 がな い 」生 活状 況 が 示 され て い る(安 場他

1997)。 また 、 日本語 教 室 が身 近 に ない 場合 、 バ スや 電 車 に乗 り、1時 間以 上 かけ て教 室 に通 って い る場

合 も多 く(岩 槻1998)、 通 学方 法 や 通学 時 間 にお い て も課題 が大 き い。 したが っ て、 「要 求 が実 際 の学 習

にっ なが るため には 、最 低 限必 要 な こ とと して、生 活 の身 近 な場所 で 、 平 日の夜 か 日曜 に、 暮 らしに役 立

つ 内容 を無 料 で学べ る学習機 会 を設 け なけれ ば な らない 」(国 際識 字年 推 進八 尾連 絡会1992、87頁)、 「時

間 ・場 所 ・お金 な どの条件 的 な問題 さ え解 決 す れ ば、 す ぐにで も教 室 にや って くる可能 性 は高 い」(岩 槻

1998、41頁)と い う指 摘が な され てい る。

一 方 で
、 教室 の認 知 経 路 を尋 ね た学 習 者調 査 の結 果 か らは、 「知 り合 い に誘 わ れ る」 と回答 す る人 が最

も多 く、次 い で 「役所 か らの お知 らせ 」 「役 所 の人 の紹介 」 な どが続 くこ とか ら(岩 槻1998)、 外 国人 に とっ

て家族 や 知人 に 日本語 の わ か る人が い ない と情 報が 届 かず 、教 室 にた ど り着 け ない場 合 が多 々 あ るこ とが

推 測 され る。 こ うした情 報 疎外 の課 題 につ いて は、 野元(1993)が 、学 習情 報 が十 分 に届い て お らず 日本

語 教 室が どこで 開かれ てい るか さえ も知 らない場 合 が多 い と指摘 し、安場 等(1998)も 同様 に、付 近 に教

室が あっ た と して も、教室 の探 し方 を知 らない でそ う思 っ てい る可能 性 が高 い と述べ てい る。

この よ うに、 時間 ・場 所 ・費 用 ・内容 ・情報 とい う観 点 か ら、 これ ま で学習 の場へ の 阻害 要 因が 言及 さ

れて きた が、アメ リカ合 衆 国の成 人基 礎 教育(adultbasiceducation=ABE)の 領域 で は阻害 要 因の類 型化

が行 われ てお り、Hayes(1988)に よれ ば5つ に タイプ分 けで きる。1)自 尊 感情 、特 に知 的能 力の 面で の
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自信の低さ、2)家 族や友人などの賛同や助けが得られない社会的不承認、3)費 用や交通手段、家族の問

題などで参加できない状況的障壁、4)制 度的な問題というより学校や授業に対する嫌悪という点での学習

への否定的態度、5)仕 事を優先するなど言語習得に対する優先度の低さ、である。この類型に照らし合わ

せると、日本の先行研究では、主に3)の 状況的障壁と5)の 日本語学習に対する優先度の低さに焦点が当

てられていると言える。

2,2学 習ニー ズ と学 習 プ ロセ ス

在 日外 国人 に学習 要 求 があ って も、回答 レベ ル ま たは 意識 レベ ル に と どま り、 必ず しも行 動 に結 びつ く

とは 限 らない とい う点 に関 して 、藤 岡(1986)の 「学習 関心 の階 層モ デル(氷 山モデル)」 を も とに して考

えてみ た い。

「学 習関 心 の階層 モ デルjと は 、 「あ るひ とつの 学習 を と りあ げて み る と、 それ に つい て全 く関心 を もた

な い状 態 か ら、多 かれ 少 なかれ 関 心 を もつ状態 を経 て、 現実 に学 習 して い る状態 に 至 るひ とつ の連続 体 と

して考 え る こ とが で き る」(228頁)も の で あ る。 氷 山 に例 えて 、 「海 面 上に 姿 を見せ て い る部分 が既 に行

動化 して い る学 習(=学 習行 動)で あ り、一方 海 面 下に 隠れ てい る大 きな部 分が 意識 レベル に とどま って

い る学 習(今 後 行 いた い学 習=学 習 関心)」 であ る。 また 、 「氷 結 してい ない海 水 部分 は 、そ の学 習 の関 心

'が 未 だ存在 しな い状 態(無 関 心)」 だ とい う
。 前者 の 学習 関 心 を 「日常 的 に意 識 の表 層 に あ り、行 動化 の

可能 性 の高 い もの」 と して顕 在 的 関心 、後者 を 「なん らかの外 か らの刺激 や 手が か りを 与 え られ て ほ じめ

て意 識化 され る もの」 と して潜 在 的関 心 と名 づ け て い る。 この よ うに、学 習要 求 と学 習行 動 の間 に見 られ

る ギ ャ ップや 、 意識 化 され てい る もの と潜在 化 してい る もの の区別 に着 目し、それ らが連続 して お り、 プ

ロセ ス であ る こ と、を このモ デル は示 してい る。 た だ し、学 習 関心 と行動 は連 続 的 に現れ る もので な く断絶

的 な変化 で あ る点 に は留意 が必 要 であ る。

学習要求が高まり、学習行動が生ずる変化は決して連続的な変化としてはとらえられないとい うこと

である。学習要求が高まりその他のある特定の条件がそろったとき、突然学習行動は出現する。このよ

うに学習行動の出現は非連続的な変化なのである。このことは、学習要求の高まりを示す潜在的な学習

要求の層から顕在化 した学習要求の層への移行の場合も同様で、その場合も特定条件が付加 したときに

生ずる断絶的な変化としてとらえる方が自然であろう(山 本1991、.5頁)。

藤 岡の 学習 関 心の 階層 モデ ル は在 日外 国人 の場 合 に も 当ては ま る。 在 日外 国 人が 日本 語 を学 習 したい と

思 い な が ら も、 周 囲 か らの手 が か りな ど条 件 が そ ろわ ない 場合 や 、仕 事 な どに優 先 順位 が あ る場 合 に は、

そ うした要求 がす ぐに学 習行 動 とい う形 にな って現 れ に くい とい う こ とで あ る。.また 、 「日本 語 を勉 強 し

たい」 とい う言 葉 の裏 に どの よ うな思 いや 状況 が あ るか に よって も行 動 の プ ロセ ス は変 わって くる。

本 稿 で 重 視 した い の は 、外 国人 特 有 の 出身 国か ら新 たな 居 住 国 へ の 「移 住 」(migratiOH)と い う側

面 で ある。 そ うす る こ とで また 違 っ た観 点 か らこの 学 習 関 心 の 階層 モ デ ル を と らえ る こ とが で き よ う。

Monkman(1997)が 着 目 した のは 、そ う した、成 人移 民 の教 育経 験 と移住 経験 との関連 性 であ る。彼 女 は、

社 会 的ネ ッ トワー ク を共有 す る、ア メ リカ合 衆 国 に移 住 した ヒスパ ニ ック29人 のイ ンタ ビュー か ら得 ら

れ た ライ フ ・ヒス トリー を も とに 、移住 直 後 か ら学 習 の場 に参 加 す る まで の生 活 状況 を時系 列 的 に追 い、

学 習要 求や 学 習行 動 に変化 が 見 られ るこ とを明 らか に して い る。 そ の際 に、移住 プ ロセ ス を、 従来 属 して

いた社 会的 集 団や社 会 か らの離脱(separation)、 新 たな領 域へ の移 行(transition)、 新 た な社会 的集 団

や社 会 へ の結合(incorporation)と い う3つ の段 階に分 ける。 ただ し、 これ らの段階 は 単線 的 かつ 単純 な

もので は な く、帰 国や 再移住 な どの変 遷 も含 み、必ず しも 出身 国 で ある メキ シ コとのつ な が りを完全 に切 っ

た 上で の永住 とい う形 を とるわ けで はな い こ とを強 調 して い る。

第一 の 「離脱 」段 階 は、移 住す るこ とを決 断 し準備 を行 い実 施す る段 階 であ る。 この段 階 にお け る学 習 は、

社会 的 ネ ッ トワー ク を頼 りに しなが ら、 その 中 で互 いに 話 し合 った り、他 人 の経 験 か ら学 んだ り、利 用 で

きる社会 的 つ なが りを活用 した りす るな ど、 イ ンフ ォー マル に行 わ れ る こ とが 多い。 第 二 の 「移 行 」段 階

は、本格 的 に新 た な コ ミュニ テ ィに定 住 して い く段 階で あ る。 こ こで も、先 の段 階 と同 じで、 多 くの成 人
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学 習が イ ン フォ ーマル に行 われ てい る。・関 わっ て い る社 会 的ネ ッ トワー クに よっ て、住 居 や仕 事 、子 ども

の教 育 な どの基 本的 ニ ーズ を満 た して い る。 成 人基礎 教 育(ABE)な どの教 育 を受 けた として も、後 の段

階 ほ ど徹 底 した もの では な く、 初期 的 ・緊 急 的 なニ ー ズ を満 たす だ け の短期 的 な 形 に終 わ る こ とが多 い。

第 三 の 「結 合 」段 階 は、新 しい コ ミュニ テ ィ とのつ なが りが強 くな り、ア イデ ンテ ィテ ィや文 化的 規範 に

い く らか変 化 が見 られ 始 め る段 階で あ る。 イ ンタ ビ ュアー の 中に は、 メ キシ コへ の思 いや 関わ りが強 く残

り、従 来 の社会 的 ネ ッ トワー クの 中で生 活 し、新 た な コ ミュニ テ ィに入 ってい くこ とを拒 む者 と、ネ ッ ト

ワー クの境 界 を越 え て地域 の コ ミュニテ ィへ の 関わ りを増や そ う とす る者 がい るこ とが明 らかに され てい

る。 この よ うに 、 「結合 」段 階 で は 、人 に よ って さま ざま な志 向性 が見 られ るが、 子 どもが移 住 先 で生 活

基盤 を作 って い る こ とに よ り、帰 国願 望 に あっ て も子 どもの将 来や 経済 的利 益 の た めに アメ リカ に住み 続

ける こ とを決 断す る者 が 多 い と述 べ られ て い る。 この段 階 での 学習 は 、イ ン フォー マル か らノ ンフ ォー マ

ル 、 フォ ー マル な も のま で幅 広 い。 本 を 読む な ど個 人 学 習 も あれ ば、ABEの 授 業 や職 業 訓練 コー ス を受 ・

ける な ど、公 的 な学習 の場 に参加 す る機 会 も増 え る。学 習者 は、学 習 の場 に子 どもや孫 、 配偶 者 を連れ て

参加 した り、人 と触 れ 合 う機 会 を求 めて 来 る こ とが あ るが 、そ れ は、多 様性 の尊重 や 平等 を重 視す るク ラ

ス の雰 囲気 が成 り立 っ てい るた めで あ る。

以 上 の よ うに、移 住 経験 を3つ に分 けて と らえる と、そ の段 階 に よって 、生 活 ス タイル や学 習 関心 、学

習 の形 態が 異 な る こ とが わ か る。移 民の 学習 ニ ーズ や学 習行 動 は移 住 とい う社 会 プ ロセ スに応 じて変化 す

る もの で あ る。 在 日外 国人 の 日本 語 学習 のニ ー ズの 高 さは確 かに 「日本語 を勉 強 した い」とい う言葉 によ っ

て示 され るが 、そ の ニー ズが 生 まれ る社 会 的プ ロセ ス は考 慮 され てい ない 。学 習行 動 につ い て も、公 的 な

場へ の参加 の み で把 握 され る こ とが 多い が 、職 場 や 家庭 で行 わ れ てい る 日本語 学習 な ど、 イ ン フォー マル

な学 習 に も注 目す る必 要 が あろ う。 同時 に 、学 習 を 日本 語 習得 だ け に限 らず 、相談 や会 話 、交 流 な どを対

象 と して も よい はず で あ る。

次 章 で は、現 在 、学 習 の場 に参加 して い ない在 日外 国 人2人 に行 ったイ ン タ ビュー を取 り上 げ る。 どの

よ うな場面 で こ とば の問題 が生 じて い るの か、 その た めに どの よ うな学 習 を行 って いる のか 、ま た、 日本

語学 習 の動 機 に は どの よ うな ものが あ るの かな ど、移 住 とい う社 会 プ ロセ ス の文脈 か らみ た生 活状 況 との

関連 によ って、 学習 ニ ーズ の把握 を試 み る。

3.生 活 の 中 の こ とば の 問 題 と 日本 語 学 習 一 イ ン タ ビ ュ ー か ら

イ ン タ ビュー 対象 と したの は 、中 国帰 国者 の家族 で あ る こ とか ら来 日した30代 の 中 国人 女性2人 で あ

る。2人 の簡 単 なプ ロ フィール を表1に 示 してい る。大 阪府 内X市 の公 営住 宅 に家族 と一緒 に住 んでお り、

それ ぞ れ別 の 工場 で働 い て いる。 日本 語 は ほ とん ど話せ な いが 、現 在 の とこ ろ学習 の場 には参 加 して い な

い。 イ ン タ ビュー は、Aさ ん に対 して2度(2006年6月11目 ・7月21日)、Bさ ん に対 しては1度(2006

年8月5日)行 っ た。そ の デー タを主 な分 析対 象 と し、そ れ以 外 に は、娘 た ちの通 う団地 敷地 内 に ある地

域子 ども会 ω で 、その 間 に起 きた 出来事 も取 り上 げ る。 娘 た ちは同 じ中学校 とそ の こ ども会 に通 ってお り、

ボ ラ ンテ ィア と して こ ども会 に 関わ って い る筆 者 は 、娘 た ち とは知 り合 い で あ る。 なお 、 イ ン タ ビュー で

の通 訳 を2人 の娘 にお 願 い した。 次節 以 降 の引用 は 、彼 女 た ちがそ れぞ れ の母親 の中 国語 を 日本語 に翻 訳

した 言葉 で あ る。

表1.対 象 者の プロ フィー ル

滞在年数 家族構成 日本語学習経験

Aさん 2年 夫 ・長 男(20歳)・ 長女(中 学3年) 札

Bさん 6年 夫 ・長女(中学2年)・長男(小学3年) 中国帰国者定着促進センター にて1年間
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3.1Aさ ん の事 例

Aさ んは 、2年 前 に夫 と2人 の子 ども と一 緒 に来 日 した。大 阪府 内のY市 に半 年住 ん だ後 、現在 のX市

に仕事 の 関係 で 引 っ越 して きた。 娘 は 中学3年 生 に在 籍 し、20歳 にな る息 子 はAさ ん と同 じ精密 機器 の

工 場 で働 い てい る。 この職 場 に は中 国人 が20人 お り、息 子以 外 は全 て 女性 で あ る。Aさ ん と息子 は 昼間

の工場 勤務 で 、週5日 ある いは週6日 働 い てい る。Aさ ん も息子 も 日本語 に接 す る機 会 が少 な く、 ほ とん

ど話せ ない。 夫 は食 肉 関係 の工場 に夜 勤 で働 いて い る。 夫 も 日本 語 はほ とん ど話せ ない。

① 言葉 の面 で 困っ てい る こ と

Aさ んが言 葉 の面で 困 つて い るこ とは、まず、職 場 での 上司や 同僚 とのや りと りで あ る。Aさ ん の職場 は 、

班 に分 かれ て仕 事 を行 っ てお り、 それ ぞれ の 班 に班長 が も うけ られ てい る。 班長 は 日本人 で あ る。Aさ ん

は、班 長が 班 の作 業の説 明 をす る際 に、 同 じ中国 人で 日本 語 ので き る同僚 に通 訳 と して入 っ て も らってい

る。 この こ とに関 して、 同僚 に迷 惑 をか けて い るよ うに感 じ、 「も し日本語 が で きた らな」 と思 って い る。

「仕事 の時 に 、 こ う教 え て も らっ て い るの に わか らな い か ら、通 訳 さん に来 て も らわ な あか ん か ら、

その 時 に、 も し日本 語 がで きた らな、 こ う通 じる し、 しゃ べれ るや ん か。 で きひん か ら、通 訳 さん がい

んね ん。 それ が嫌や なって。_(略)...そ う、迷 惑 かけ てい るの が」

職 場 以外 で は、 市役所 で の 手続 きや 市職 員 とのや りと り、 ビザ の切 り替 え の手続 きな どで も困難 を覚 え

て い る。Aさ ん は 「自分 の家 に何 か あ った 時、 困 るjと 語 り、 具体 的 には 、誰 か が病気 に な った場 合 、病

院 に行 くけれ ど 日本語 が わか らな いか ら心配 だ とい う。

② これ までの 日本 語学 習

Aさ ん は これ ま で公的 な 日本語 学 習の場 に は参加 してお らず 、自宅で勉 強 を した とい う経 験 もな い。 「あ

ん ま り、勉強 して ない」状 況 で あ る。 しか し、職 場 で同僚 か ら単語 を教 えて も らい 、こ とばを覚 えてい る。

「仕事 の ところで 、 い っぱい 、名 前 とか覚 えた りとか。 た とえ ば、『す いか』 や った ら、 す いか ば っか

り言 うか ら、 これ は 『す いか』 なんや って 覚 え る」

そ のAさ ん が、 あ る 日、娘 の 通 う地域 の子 ども会 に、職 場 の 同僚お よび 息子 を連 れ て 日本 語学 習 にや っ

て くる よ うに なっ た。子 ども会 は、 週に1回19時 か ら21時 ま で団地 の敷 地 内で 開か れて い る。Aさ ん が

連 れ て きた会 社 の同僚 は、息 子 を除 いて 全 て 中国人 の女 性 で ある。彼 女 た ちは 、同 じ団 地 の住 民で あ るこ

とが 多 かっ た が、X市 の隣 の市 よ り自転 車 で30分 く らい か けて 来 た人 もい た。 日本語 を話 せ な い彼 女 た

ちは 、子 ども会 の指導 員 に教 えて も らい なが ら、 平仮 名 な ど日本 語学 習 を始 め た。残 業 が あ る場 合 は姿 を

現 さなか った が 、6月 か ら7月 の 間 に、 計4回 、Aさ ん を含 めて6人 の参加 が見 られ た。 子 ども会 に行 く

よ うにな って か ら、Aさ んは 自宅 で も娘 に協力 して も らい なが ら 日本 語 の勉強 を始 めた。

Aさ ん が、 子 ど も会 に 同僚 お よび 息子 を連 れて 現れ るよ うにな った き っか けは、筆 者 とAさ んが 「知 り

合 い」 にな っ た こ とで あ る。2006年5月 末 に、 筆 者 は娘 を 介 してAさ ん と話 す機 会 が あっ た。 そ の際 、

Aさ ん は、 「今度 子 ど も会 に行 きます 。 友 だ ちを連 れ て いっ てい い です か 」と尋 ね 、そ れ に対 して筆者 は

「いい です よ」 と返事 を して い る。Aさ ん は、娘 を介 して筆者 と知 り合い 、筆 者 に承諾 を得 た とい うこ とで 、

娘 の通 う子 ども会 に 日本 語学 習 に来 る よ うに なっ たわ けで あ る。

③学 習 の動機

Aさ ん は、 日本語 を勉 強 した い と思 った理 由 を、以 下 の よ うに述 べ てい る。

「や っぱ り、日本 に来 て も うち ょっ とで2年 た つの に、日本 語 まだわ か らん し。 で、今 か ら頑 張 ろ うと。

_な んか、 め っち ゃ、 日本人 の友 だ ち、つ く りた い。 け ど、 日本 語 わか らないか ら」
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Aさ ん は職 場 で は主 に 中国人 と会 話 を して お り、 目本 人 の友 だ ちはい な い。 また 、現 在 の 日本 で の交 友

関係 は会社 の人 間や親 族 に 限 られ て い る。Aさ ん に とって 日本人 の友 だ ち をつ く り、日本語 を使 って コ ミュ

ニ ケー シ ョンを し、交 流 関係 の幅 を広 げ て いき たい と思 う気 持 ち は とて も強い。 そ れ が学 習 の動機 づ け に

っ な がっ て い るので あ る。Aさ んの 、友 だ ちが ほ しい とい う 日本語 学習 の 動機 づ け を、Aさ ん の夫 の意 識

や生 活 状況 と比 べ てみ る と、 一層 と らえや す い。Aさ んへ の2回 目のイ ンタ ビュー で は、 夫 も同席 してお

り、夫 に も 日本 語学 習 や こ とば の面 で困 っ てい る こ とな どを尋 ね た(3}。Aさ ん の夫 が 日本 に来 て困 っ た こ

とは、 まず 「日本語 が わ か らん(=わ か らない)」 こ と、次 に 「仕 事 の とき、 こ とばが わか らんか ら困 る」

こ と、 そ して、 「会 社 で こ とばわ か らな い と正職(に 就 くこ と)が 難 しい」 こ とで あ る。 しか し、 「日本 に

来て 困 るこ とは あ ま りな い け ど、 日本 に来 て嬉 しい。 お 母 さんお 父 さん い るか ら」 「目本 語 がわ か らな い

け ど、 お父 さん とお 母 さんが いた ら十 分 です 」 と言 うこ とか ら も、 人間 関係 に おい て満 足 して い る状況 が

うか が え る。 一 方 で、Aさ ん は 「日本語 の勉強 したい 」、 知 り合 い になれ た筆 者 に対 して 「会話 を した い」

と言 っ てお り、夫 と比べ て現在 の生活 や交 流 関係 を変 えて い きた い と思 っ てい る こ とが わか る。

Aさ ん は 日本語 を勉 強で きる場 を 「子 ども会 しか知 らな い」 でい た。 本来 子 ども会 は、成 人 の 日本語 学

習の 場 と して機 能 して お らず 、従 っ て広 報 も してい な い。 そ の よ うに考 え る と、Aさ ん の視野 には、Aさ

んの利 用 で き る正 式 な 日本 語学 習 の場 はひ とっ もな く、唯一 子 ども会 だ けを知 っ てい た とい うこ とで あ る。

Aさ ん は、 希望 す る 日本 語 教室 の条件 に、 「家 の近 く」 「時 間 が短 い」 「土曜 の夜 」 を挙 げた が 、 こ うした

条件 に見 合 う 日本 語教 室 は 、今 の とこ ろAさ んの周 囲 に はない。

以 上 がAさ ん の事例 で あ る。Aさ んは 、生活 面や 仕事 の場 で こ とばの問題 を抱 えな が らも、 これ ま で 日

本 語 の勉 強 を十 分 に行 う機 会 を得 られ ず に いた。仕 事 で勉 強 をす る時間 が 限 られ て い る こ とや 、 日本語 教

室な どの情報 が 届 いて い ない こ とが 、Aさ ん か ら学習 機会 を奪 って いた わ けだ が、 それ らに加 えて 、学 習

の場 に足 を運 ぶ こ とがで き るよ うな 「顔 の見 え る関係 」とい うきっか け に巡 り合 う機会 が なか った こ とも、

大 き く影 響 してい る。Aさ ん の 「日本 人の 友 だ ちが ほ しい 」とい う言 葉 が示 す とお り、 日本 人や 日本社 会

との接 点が 限 られ た生 活状 況 を脱 して、 さらに交 流 を広 げ てい きた い とす る気持 ち と、娘 を介 して 見 えて

くる場や 人 との 出会 いが き っか っけ とな り、Aさ ん に学 習意 欲 と学習 の場 へ の参加 を促 した と考 え られ る。

3.2Bさ んの 事例

Bさ ん は、6年 前 に夫 と2人 の子 ども と とも に来 日 した。 国費 帰 国 で あ る こ とよ り、最 初 の1年 間 は 、

仙 台 の 中 国帰 国者 定着 促 進 セ ン ター にて 日本語 学 習 を行 っ た経 験 を持 つ。 そ の後 は 、2歳 にな る息 子 の子

育 て と忙 しくな った仕 事 のた め に、 日本語 の勉 強 に 時間 を さけず にい た。仕 事 の関 係 で仙 台か ら大 阪府 の

Z市 に移 り、そ こで10ヶ 月 過 ご した後 現在 のX市 に 引越 して きた。 大 阪 に来 て か らは 同 じ職 場 で働 い

てお り、Z市 に住 ん で いる時 は 、職場 まで 自転 車で40～50分 か か って いた の が、X市 に 来て か らは 自転

車 で20分 の距 離 に縮 ん だ。 職場 は6割 が 中国 人 で あ る。 現在 は週 に1回 の休 日で あ る。 夫 は 日本 人 と一

緒 に仕事 をす る ことが多 く、 自宅 で も 日本 語 の勉 強 を して い る ことに よ り、 日本 語 を流暢 に話せ る。

① こ とばの 面で 困っ てい る こ と

Bさ ん もAさ ん同様 、職 場 で は班 作 業 に も とつ いて仕 事 を して い る。 こ とばの面 で 、上 司や 同僚 とのや

りと りに困難 を感 じなが らも、班長 をは じめ 日本 人 の同僚 に簡 単な 日本 語 を教 えて も ら うな ど、 日本人 と

の交 流 が頻繁 に あ り、そ の こ.とをBさ ん は嬉 しく思 っ てい る。

「日本語 しゃ べれ な くて 困 るけ ど、相 手(=日 本 人 の上 司や 同僚)が 優 しいか ら、 こ う、ず っ と一 緒

にい るか ら、 ゆ っ く り日本語 を言 えば わか る し。...日 本 語 も教 え て くれ る。 例 え ば、発 音が あか ん かっ

た り、間違 っ てい た りす る と教 えて くれ る」

夫 が 日本 語 を話せ る こ ともあ っ て、B1さ ん は 生活 に関連 す る全 ての 手続 き をそ ⑱夫 か娘 に任せ てい る。

しか し、 も しも夫 に何 か あっ た とき に 自分 がそ の代 わ りを十 分 に果 たせ るの か とい う不安 は あ る。
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② これ ま での 日本語 学習

Bさ ん は週5日 、朝 の7時 か ら夜 の10時 まで働 い てお り、「時 間が ない か ら、勉強 す る暇 はな い」日々 を送 っ

てい る。 その た め、 日本 語 を勉 強 したい とい う気持 ちは ほ とん どない と話す 。 筆者 の 「忙 しい し、疲れ ま

せ ん か」 とい う質 問 に対 して は 、 「しょ うが ない です 」 「疲 れ るけ ど、慣 れ て きて るっ てい うか。 今 は疲 れ

は感 じな い」 と答 え、「あま り休 みす ぎる と、ク ビ とか あ るか ら、だ か ら休 む ことが でき ない」 と語 る。 ま た、

筆 者 の 「日本語 が話 せ た ら何 が した いです か 」 とい う問い に対 しては以 下 の よ うに答 える。

「日本 語 話せ た ら、あ ん ま りな い んだ け ど、 会社 の仕 事 を きっ ち りす るか 、 こ う、た とえ ば、何 て 言

うんや ろ、市 役所 行 く とかで き るか ら、や る ってい うか 」

Aさ ん は、仕 事 で忙 しいた め 目本 語 を勉 強 したい とい う気持 ちは ほ とん どな く、 日本 語が 話せ た ら した

い こ ともあま りない と述べ て い るが 、 こ う した 日本 語 習得 に 対す る気持 ちは6年 間 の 間に どの よ うに変化

して きた ので あ ろ うか。来 日して か ら現在 に至 るま で の、日本 語学 習 に対す る意欲 の変化 を時系 列的 に追 っ

てみ たい。Bさ ん は、 国費 帰 国の家 族 を対 象 に行 われ る中国帰 国者 定着促 進 セ ン ター で の 日本語 教 育 を1

年 近 く受 けてい た。 そ の時 は 、落 ち着 い て学 習 に取 り組 めてい た が、 そ の後 は、2歳 の 息子 の子 育 てや仕

事 の忙 し さで 、 「勉 強 して る暇な か った」5

「(仕事 が始 まっ て も 日本語 の勉強 を)頑 張 ろ うって 思 った けれ ど、 あん ま り頑 張れ なか っ た。...(中

国 帰国 者定 着 促進 セ ンター で の)1年 間 は(頑 張 ろ うと)思 って。 仕事(を 始 めて)、 無理 や っ て、 日

本語 、あ 一無理 や って。...仕 事 入 って か らは、も う 日本 語 で きん。_会 社 では 、会社 で使 う 日本語 を ちゃ

ん と覚 えた。...(大 阪 に引越 ししてか らは 、 ます ます 多忙 に な り)ず っ と仕事 で 、 あん まり勉 強 の こ と .

忘れ て いた」

しか し、 日本 語 を習得 したい とい う気持 ちが 全 く無 いわ けで はな い。

「あ の、 した い け ど、 日本語 わか らん し、 した い 気持 ちは あん ね ん。 会社 でず っ と困 って い て、 も う

日本語 頑 張 ってや るっ て思 うけ ど、7時 か ら10時 くらいや ろ。 帰 った らぐた ぐたやん。 も う眠 い か らつ

て。 だか ら、そ うい う勉 強す る、 した いけ どで き ない って い う気持 ち の方 が強 い か も しれ ん。 したい け

どで きな い、 した い け どで き ない。 仕事 のせ い で」

また 、上 司や 同僚 が優 しく接 して くれ る こ とが嬉 しい と語 るAさ ん も、職 場 での 人間 関係 が常 に 良好 で

あった わ けでは な く、 こ とば が通 じな くて悔 しい思 い を した こ ともあった 。

「日本人 とけん かを した 時に_た とえ ば、言 い たい こ とを言 えな い ってい うん か な。.ρ.口げん か。何

でそ んな こ とすん の って言 えへ ん か ら。_日 本 人(に)も い じめ られ る こ とあ っ左か ら。 た とえば、会

社 で 、 こ う、 ゴ ミ捨 て に何で 私 が行 くね ん って。 命令 され るか ら、そ うい う感 じで、や めて よっ て言 い

たい け ど言 えなか った。 そ うい うの もあ ったか ら、 ち ょっ と悔 しい」

日本語 が話せ ない こ とで、不 条理 な事態 で あ って も意 見 を言 うこ とが で きず 、職 場 で 悔 しい 思い を して

い る。 しか し、 「仕 事切 られ へ んか らな」 「今 は も ういい。 困 る け ど、毎 日が最 悪 じゃな い し」 と 自分 に 言

い聞かせ 、 仕事 に励 んで い る。Bさ ん は 「我慢 や な」 とbに す る。

③学習の動機

インタビューの最初は 「勉強できない」と何度も言っていたBさ んだが、時系列的に学習意欲を尋ねて

いき現時点に近づいた時、今日本語の勉強を頑張りたいと思っていると話し始めた。その理由は、子ども

との関係をめぐってである。

「子 どもの言 っ てい る こ との全 然意 味 わか らん のや んか。 だか ら、頑 張 る気持 ちにな った 」



84 今井 貴代子

息子 は2歳 で 来 日 し、 中 国で 過 ご した 期 間 以 上 を 日本 で 生活 して い る。 中 国語 よ りも 日本 語 の方 が 話

しや す い。 「目の前 に あ る もの は だい た いわ か る」程 度 の 中国語 は話 せ るが 、会 話 となる と容 易 で は ない。

日本 語 を話せ ないBさ んに とっ て、 息子 との コ ミュニケー シ ョンの 問題 は年 々大 き くな って きて い る。 息

子 はBさ ん に対 して 「お 母 さん 、 日本 語勉 強 します 」(「お母 さん、 日本語 を勉 強 して よ」 の意)と せ がん

で お り、Bさ ん は、 子育 てや親 子 関係 に 関 して 「難 しいな 」 と語 る ω。

他 方 、Aさ ん に関 しては 、子 ど も との ご とばの 習得 のギ ャ ップを 、 「娘 に 絶対 追 いつ けな いか ら、追 い

か け られ ないか ら」「自分 のペ ー スで しか 」進 む こ とは で きない のだ と語 って い る。Aさ んへ の イ ンタ ビュー

の場 に いて通 訳 と して協 力 して も らって いた親 戚 の男性 は、「(子どもは)日 本社 会 にす ぐ慣 れ るか ら」 「(大

人 は)今 日覚 えて も明 日忘れ る。"あ りが と う"も 忘 れ る。"こ れ"や"そ れ"も 忘れ る」と、子 ども と大人 の 、

日本 語習 得や 環境 へ の順応 の ス ピー ドの違 い を 口に した。

Bさ ん の事例 で は、 来 日直 後 にあ った 、公 的 な場 での 日本 語学 習 へ の意欲 が 、そ の後 、就 労や 子 育 ての

忙 しさに よっ て減退 して い った こ とが示 され て い る。 だが 、現在 、学 習 の た めの時 間 はな いが 、 中国語 を

忘れ か け てい る息 子 との コ ミュニケー シ ョン をめ ぐっ て、 日本語 へ の学 習意 欲 が 高ま って き てい る。来 日

直後 か ら滞在6年 目にな る現 在 まで 、生 活状 況 に変化 が見 られ る だけ でな く、 日本 語学 習 の意欲 や そ う し

た ニー ズ を生 み だ してい る要 因 に も変化 があ る こ とが わか る。

次 節 で は、2人 の 事例 を も とに 、特 に移 住 とい う社 会 プ ロセ ス と学 習 プ ロセ ス との関 連 か ら、 日本 語 学

習 の状況 と学 習 ニー ズ につい て考 察 を行 う。

4.考 察

4.1イ ン フォー マル な学習 の存 在

2人 が こ とば の面 で困 ってい るこ とは 、市役 所 で の手続 きや在 留 資格 の更新 な ど事 務 的 な事柄 、病 気 な

ど緊 急 時 の対応 、 そ して何 よ りも、 生活 の 多 く を しめ る職 場 で の上 司や 同 僚 とのや りと りで あ る。2人 へ

のイ ンタ ビュー では 、 目本人 の 上司 か ら作業 の説 明 を され る際 に、十 分 に理解 す る こ とが 困難 であ った り、

同僚 に通 訳 をお願 いす るこ とを 申 し訳 な く思 って い る こ とが 語 られ た。 この よ うに仕 事 の面 で 目本語 学 習

の ニー ズが あ りな が ら、仕 事 が忙 しい こ とで 学習 の機 会 を持 てず にい る実態 は、今 回 のイ ン タ ビュアー だ

け に限 らず、 多 くの外 国人 労働 者 に 当て はま る こ とで あ る。

た だ し、 日本語 を全 く学 ん でい ない わ けで はな く、職 場 で 仕事 に必 要 な 日本語 にっ い て は上 司や 同僚 か

ら教 え て も らい学 習 を行 って い る。 た とえ ばBさ んの 場合 、 日本 人の 上 司や 同僚 が 「発 音 が あ ・々ん か った

ら、間違 って いた りす る と、教 え て くれ」、そ うした交流 をBさ ん 自身 嬉 しく思 って い る。 こ うした職 場

でイ ン フ ォー マル に行 われ て い る 日本 語 学 習 につ い て は、 これ ま で注 目が な され て こなか っ た と言 え る。

Aさ んは 、 これ まで 日本 語 を勉 強 した こ とは ない と述 べ 、Bさ ん も忙 しくて勉 強 の こ とは忘 れて い た と語

るが 、 日本語 学習 は、公 的 な場 で行 われ て い る ものだ け を指す わ けで も、学 習時 間や 到 達 目標 を設 定 して

行 うもの だ けを意 味す る ので はな い はず で あ る。 もち ろん、必 要 に迫 られ た職場 の仕 事 のた め では あ るが、

教 え て も ら う、学 ぼ う としてい る、とい う点で は 、イ ンフ ォーヤ ル な学習 と言 え よ う。 こ う した交 流の 中で 、

日本語 学習 だ けで な く文 化交 流 もな され てい るので あ る。

Monkmanが 、移 民 の教 育経験 を、イ ンフ ォーマル に行 われ る情報 交 換や 相談 とい う観 点 か らも とらえ

た よ うに、在 日外 国人 の 学習 状 況 も幅 広 く とらえ る必 要 が あ る。 さま ざま な制約 の ある 中で 、 「よ りよい

資源 を求 めて 自分た ちの 置か れ た状況 を改善 しよ うとす る」(wa11man1984)点 に注 目すれ ば 、Bさ んの 「会

社 で使 う日本語 をち ゃん と覚 えた 」 とい う言 葉 は、 イ ン フォー マル な学 習 の存 在 と重 要性 を示 してい る と

言 え る。

4.2移 住 プ ロセ スか らみ た 日本語 学 習(ニ ー ズ)の 変 化

一 度 も学習 の場 に参加 した こ との なか っ たAさ ん が
、 子 ど も会 とい う場 に出て い き 日本 語 の勉 強を した

こ とは、非 常 に大 きな変 化 で あ る。 仕 事 に よ る忙 しさで学 習意 欲 を減 退 させ られ てい たBさ んが 、現在 、

子 ども との 関係 を思 っ て 日本 語 の必 要性 を感 じてい るこ とに も、Bさ ん を取 り巻 く環境 やBさ ん 自身 に変
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化 を見 て とれ る。 こ うした学 習状 況や 学 習意 欲 の変化 は 、Monkmanが 示 した移 住 プ ロセス の変遷 に 当 て

は ま る。 つ ま り、移 住プ 白セ スの 第2の 「移行 」段 階 か ら第3の 「結 合」段 階 へ の移行 で ある。

来 日して2年 た つAさ ん 家族 は、夫 の親 族 が 日本 にほぼ 生活 基盤 を もっ てい る こ ともあ り、将 来 も定住

す る気持 ちに あ る。 この よ うな状 況の 中 で、Aさ んは娘 を介 して筆 者 と出会 い 、子 ども会 とい う場 に 足 を

運 び 、 日本語 を勉 強 す るよ うに な った。Aさ ん が学 習 の場 へ 参加 す るよ うにな った の には 、 「友 だ ち が ほ

しい」とい う動機 と ともに 、こ ど も会 に 「顔 の 見 え る関係 」が あった こ とが 、大 き く関係 してい る。 娘が通 っ

て い る ことでそ の場 が身近 な もの に感 じられ た と同時 に、娘 を介 して筆 者 と話 をす る よ うに なっ た こ とで、

新 たな 人 間関係 や コ ミュ ニテ ィに積 極 的 に関 わ ろ うとす る きっか け を得 たの で あ る。Aさ ん の 「目本人 の

友 だ ちが ほ しい」とい う学 習ニ ー ズ と子 ども会へ の参 加 が意味 す るの は、これ まで属 して きた ゴ ミュニ テ ィ

を越 えて 、新 た な社 会へ と 「結 合 」 してい こ うとす るプ ロセ ス であ る と言 え る。

Bさ ん は、来 日 して1年 間 は、 中国帰 国者 定着促 進 セ ン ター で 日本 語教 育 を受 けて いた。 こ うした支 援

を受 け て 「離 脱」 段 階 を経 たBさ んだ った が、そ の後 は、生活 の多 くの時 間を しめ る仕事 の領域 へ 「移行 」

し、新 た な コ ミュニテ ィ と密 接 に 関わ るこ とがな かっ た。 しか し、現在 、滞 在 が長 くな るにっ れて 、 中国

語 を忘 れつ つ あ る息子 との コ ミュニケ ー シ ョンの 問題 が大 き くな って きて い る。 仕 事 に追 われ て 日本語 を

勉 強す る時 間の ないBさ ん も、親 子 の コ ミュニケー シ ョンの ため に 日本 語 を話せ るよ うにな りた い と思 う

よ うに な ってお り、 日本 語学 習 に対す る動機 と姿 勢 に変化 が見 られ る。Monkmanが 指摘 す る とお り、子

育 てや子 ど もの将来 との関係 が もっ と も大 き く焦 点化 され る のは 「結合 」段 階 で ある。 子 ども との 関係 で

新 たな コ ミュニテ ィとの 関わ りを重視 した り、 日本語 の習 得 を 目指す よ うに な る。Bさ ん の場合 も、子 ど

もを通 して 、社会 や 日本語 学習 との関 わ り方 に 変化 が見 られ始 めた と言 える。

Aさ ん とBさ ん の事 例か ら示 唆 され る こ とは、成人 の学習 状況 や学 習 ニー ズは 、 こ とばの不 自由 さ とい

う観 点 だ けで な く、移住 プ ロセ ス にお け るネ ッ トワー クや コ ミュ ニテ ィの 変化 に よっ て も、大 きな 影響 を

受 け る とい うこ とであ る。特 に、 これ まで依 拠 してい た コ ミュニテ ィ か ら新 た な コ ミュニテ ィに参加(=

「結合 」)し よ うとす る段 階 にお い て、そ の変 化 が最 も著 し く現れ る と言 える。外 国 人の 日本 語学 習 のニ ー

ズ を とらえ る際 に、 この移住 プ ロセ スの把 握 が今 後 ます ます重 要 にな って く るであ ろ う。

4.3ニ ー ズの 背景 に ある社 会的 問題

同時 に、考 え るべ き ことは、 ニー ズが どの よ うな社会 文 化的 背景 の も と生 じてい るかで あ る。

まず、Aさ んが 唯一 知 って いた 日本 語 学習 ので きる場 は、娘 の 通 って い る子 ど も会 で あ ったと い うこ と

に示 され て い るよ うに、 日本 語教 室 等の 情報 が十 分 に行 き届 い てい ない こ とが、 学 習の場 や コ ミュ ニテ ィ

へ の 参加 を阻 害 して い る。 実 際 に は、彼 らの 居住 地 の近 くに成 人 向 けの 日本 語 教室 は 無 い。 こ の よ うに、

在 日外 国人 の学 習機 会 は、条 件 的 な制約 に大 き く影響 を受 けて い る。 これ まで も指 摘 され て きた とお り、

時 間 、場所 、 費用 、 内容 、情報 とい う点 で、 日本 語学 習 の提 供の あ り方 を改 善 して い く ことは焦 眉 の課 題

であ る。

ま た、Aさ ん は 、.中国人 の多 い職 場 で働 い てお り、 近所 づ きあ い もあ ま りな く、子 どもを介 す る以外 に

は 日本 社 会 とつ な が る経 路が 少 な い とい う生 活状 況 に あ る。 生 活 圏が 限 られ 、交 流 が消 極 的 で ある場 合 、

日本社 会 とっ なが る経 路 は、 大人 よ りも 日本社 会 の 中で適 応 を よ り求 め られ 社会 化 され てい く子 どもを通

じて とな る。 本 来 は 、社 会 的 サー ビスや交 流 の場 へ のア クセ スの 経路 は 多様 で あ るべ きであ り、住 民 と し

て 地域 の 中に 「顔 の見 え る」 関係 が多 く存 在 し、 生活 の基盤 が地域 にあ る こ とを 自覚 で き るよ うな居住 空

間 で あるべ きで あ る。

Bさ んの抱 える問題 も、日本語 や 日本社 会 に慣 れ て い く子 ども と、そ れ に置 いて いかれ る親 との間 のデ ィ

夙 コ ミュニ ケー シ ョンの 問題 と して 、多 くの先 行研 究 で指摘 され て い る とお り(小 林2005、 鄭2003、 宮 島

2003)、 非常 に大 き な問題 で あ る。 日本 語 ボ ランテ ィア を長年 してい る斉藤(1999)は 、 「子 育て真 っ最 中

の若 い世 代 に とっ ては 、 日本 語 は生 活 のた め に必要 とい うだ けで は な く、子 どもや 家庭 、 家族 関係 を守 る

た めに も必要 な ので あ る」(143頁)と 述べ て い る。 、

公 的 な場 に参 加 して い ない外 国人 の学 習 ニー ズ が生 じる社会 文化 的 背景 は共 通 して い る。 長 時 間労働 の

も とで 時間 的 に制約 が あ る こ と、学 習 の機会 や 情報 へ の ア クセ ス が限 られ て い るこ と、生活 圏 が限 られ て
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い る こ とで 日本 人 との 交流 が 少 ない こ と、 ま た子 どもが 母語 を維 持 しに くい 環境 にあ る こ とな どで あ る。

日本 語 学習 ニー ズ に応 え る こ とは、学 習 の機会 や 情報 の提 供 だ けで な く、上 記 の よ うな社 会 状 況の 改善 も

含む ものであ る。

5.ま とめ にか え て

こ とばや 習慣 な ど文 化 の違 う新 た な世界 に入 り、周 囲 の話す こ とばやや りと りが理 解 で きな いの は、 不

自由 な ことで あ る。 日本語 の学 習 ニー ズ はそ う した 面か ら高 くな るの は当然 で あ る。 これ まで のニ ー ズ調

査 で は 、 この よ うに外 国人 の学 習 ニー ズの 高 さが 一様 に把 握 され て きた。

本 稿 が取 り上 げた イ ン タ ビュー か ら示唆 され た こ とは 、第 一 に、仕 事 の よ うに必 要に 迫 られ て身 にっ け

るべ き こ とばにつ い て は、 職場 にお け るイ ン フォ ー マル な学 習 に よって 習得 して い る とい うこ とで あ る。

今 後 、こ う したイ ン フォー マル な学 習 の存在 に 注 目 して い く必 要 が ある。第 二 に、学 習状 況や 学習 ニ ーズ は、

移 住 とい う社 会 的プ ロセス の 中で変 化 して い くとい うこ とで あ る。 新 た な コ ミュニ テ ィに参加 しよ うとす

る段 階 が、学 習 ニー ズ の最 も顕 在化 した状 態 と言 え る。 その段 階 にお い て 、学習 の機 会 が どれ ほ ど十分 に

提 供 され て い るかが 重要 で あ る。Aさ ん もBさ ん も、 学習機 会 を十 分 に手 に して い る とは 言 えない 生活 状

況 や社 会 環境 に い る。 した が って、 在 日外 国人 の置 か れ た状況 と社 会 の課 題 に対 して も取 り組 む 必要 が あ

る。

た とえば 、長 時間 労働 に よ り学習 す る時 間 と精神 的 余裕 が 限 られ て い る点 で は、外 国 人 を雇 用 す る企 業

側 や 日本 の産 業 構造 の あ り方 とい う大 き な課題 が横 たわ ってお り、労 働条 件 の改 善や 、企 業 にお け る 日本

語 教 育支 援 につ いて 今後 もっ と推進 され るべ きで あ ろ う。 また、Aさ んが 唯一 知 って い た 日本 語教 室 の場

が、娘 の通 って い る子 ど も会 で あ った とい うこ とに示 され て い るよ うに 、 日本 語教 室 等 の情報 が 十分 に行

き届 い てい ない とい う情 報 の疎 外 の問題 も指摘 で き る。 行 政 は、今 後 も増 え続 ける であ ろ う外 国人 との地

域 にお け る共生 とい う課 題 に対 して積極 的 に取 り組 み 、多 言語 で の情 報提 供や ア ウ トリー チ な どの施 策 を

一般化 してい くべ き であ る
。

ま た 、Aさ ん の:事例 は、成 人 のた め の 日本語 学習 の場 で なか った とは 言 え、 子 ど も会 が 、Aさ ん に とっ

て子 ども を通 して見 え て く る、 開か れ た コ ミュニ デ ィに参加 す る きっか け のひ とつ と して機 能 して い る こ

とを示す 示唆 に 富む 事例 で あ る。 とい うの も、 学習 ニ ー ズ を 日本語 の読み 書 き の習得 の 要求 だ けで とらえ

ず 、その人 が抱 える背後 の 問題や 地域 課題 にま で範 囲 を広 げて考 え る こ とが で きるか らで あ る。池 上(26頁)

が、「日本語 学 習 を支援 す る とい って も、『こ とば』を文脈 か ら取 り出 して 支援 す る こ とに は限 定で き」ず、「定

住 者 に とって は非公 式 の学 習が 占め る割 合 とそ の構成 員(=コ ミュニテ ィ)が 異 文化 理解 、異 文化 間 コ ミュ

ニケ ー シ ョン能 力 を高 め る こと こそ が 重要 」 だ と述 べ る よ うに、在 日外 国人 の抱 え る問題 を こ とば の問題

だ けに屡 小化 す るこ とは危 険で ある。 地域 社会 や社 会 全体 との 関連 か ら把 握 し、それ らを含 め た改 善や 支

援 を構 築 してい く必 要 が あ る。 それ は、お そ らく、 日本語 教 育や 日本 語学 習 という 観 点 だ けで な く、社 会

教 育全 般 、ま た子 どもを持つ 成人 に とっては 特 に学校 教 育の あ り方 と も不 可分 に関 わ って くる問題 であ る。

本稿 は、 限 られ た デー タか らで は あるが 、在 目外 国 人 の生活 状況 か ら 日本語 学 習 ニー ズ と関連 す る諸課

題 を検討 す る こ とを試み た 。公 的 な 学習 の場 に参加 して い ない 人 の学 習 ニー ズ を把 握 す る研 究 の蓄 積 は、

引 き続 き今 後 の課題 であ るが、 本稿 は そ うした 取 り組 み の第 一段 階 と言 え る。

〈注 〉

(1)た とえば、1993年 には、月刊社 会教 育編集に よる 『日本 で暮 らす外国人の学習権』 が刊行 されている。 また、

日本社会教育学会 の紀要では、1991年 に 「識字」、1995年 に 「多文化共生」にっ いて特集を組 んでお り、在 日

外国人の識字や学習権に注 目がなされている。

(2)地 域 子 ども会では、外 国にルー ツの ある子 どもが集 ま り勉強や レク リエー シ ョンな どを している。週 に1回 、

16時 か ら18時 は小学生 を、19時 か ら21時 までは中学生 を対象に、市か ら派遣 された指導員 とボランティア

でその運営 にあたってい る。

(3)夫 へのインタビューの際に、日本語の話せ る親戚 が同席 していた こともあ り、その男性 に通訳を してもらった。

(4)「お母 さん、 日本語頑張 ります」および 「難 しいな」 は、Bさ ん 自身のこ とば。
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APreliminaryConsiderationofForeigners,LearningRe"uirements

劉ndTheirLifbBackgrounds

11MAIK童yoko

Thispaperailhstoexaminefbreigners'needsfbrleamingtheJapanesglanguage食omtheviewpoilltoftheir1量fヒ

backgrounds.

Af㌃ertbe1970s,aconsiderablenulnberoffbreignershavearrivedandsettledinJapan,an4thisnumberis

in〔江easing.Whllelocalgovemm㎝tsandvol㎜teershaveo伍eredthemJapaheselanguageedρca髄on,mImyfbreigners

stilllackadequateoppo血nitiestoleamit.111fact,numerousresearcheshavereportedahighde血andfbrleaming

theJapaneselanguageamollgfbreigners.Inmanycases,theseneedsarestatisticallysurveyed;therefbre,t車ere

arefbwqualitativeinvest孟gations.Onthebasisofinterviewsconduごtedwitht寅oChineSewomenwhohavenot

attendedaliteracyclass,thispaperanalyzestheleamingrequirem㎝tsofsuchfbleignerswhilefbcusingon亡heidif6

backgrounds.

Inconclusion,theauthorwouldliketopresenttwoparticularpoints.First,intervieweeshavemoredifEcultiesin

co㎜unicadngwi血bosses㎝d角110wwo止e儲work;h。wever,血eyle㎝Jap㎝esein飴mallybyinte田cdng瞭h

th㎝.Secolld,leamingpa燵emsandleamingrequirem㎝tschangeduetothesocialprocessofmigrati6n.Theleaming

requirementsmentionedabovearemost藍yactualizedd面 血gthephaseinwhichthefbreignersareattemptingtolink

tothenewco㎜uniWorsocialhe伽ork.脆ere飴re,thereisaneed飴rarese訂chtbatpaysmorea賃entiontoi漁mal

leamingandtheprocessofmigration.
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